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■抄録 

 私は、以前全顎治療を⾏った後、5 年後に開⼝障害が⽣じ、その後約 2 年後に改善した
症例の経験がある。それ以来、全顎的な治療を⾏なう際、MRI 等を⽤い顎関節の状態を把
握し治療をすることにしている。 

 今回、その苦労した症例の概略と全顎的な治療の２症例を提⽰し私の考えを述べさせて
いただく。 

 １症例⽬の患者は 66 歳の⼥性、初診⽇は 2013 年 2 ⽉。主訴は下顎⾅⻭部が⽋損のため
咀嚼困難とことだった。⽋損部にインプラントを埋⼊後、バーティカルストップを回復し
て、顆頭安定位を求めた。その後、顎関節症状が消失したため、最終補綴に移⾏した。現
在約 8 年で良好である。 

 ２症例⽬の患者は、62 歳⼥性、初診⽇は 2015 年 9 ⽉ 4 ⽇。主訴は⾅⻭部⽋損部の補綴
希望で来院した。診査診断後、矯正治療及びインプラントを⽤いた全顎治療を⾏った。経
過は約 3 年で現在良好である。 

 


